
稲丘小学校 地震による災害対応ガイドライン 

【本ガイドラインの基本的な考え方】 

平成 23年 3月 11日に東日本大震災がありました。災害を伴う大地震発生の場合、稲丘小学

校では千葉市教育委員会のガイドラインに基づき以下のように対応します。 

 

 

 

 

 

 

 

【地震による災害対応ガイドライン】 

 

 

判断１ 通信 

 

 

 

 

 

判断２ 被害状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※対応について 

 ○ 短縮授業―教育課程を途中で打ち切る。 

 ○ 集団下校―学校職員が引率し、7つの集団下校路によって集団で下校する。 

○ 引き渡し―学校へ迎えに来ていただく。（保護者、あるいは保護者の指定する方に限る。） 

 ○ 一時預かり―迎えが来るまで学校にて待機する。 

 ○ 学校留置き―学校へ避難している形となり、下校しない。 

※子どもルームについて 

 ○ ルーム到着後に災害発生の場合はルームの判断による。 

 ○ ルーム到着前に災害発生の場合は学校へもどる。 

 

 平成 26年 6月から実施 

予想される対応 

【授業実施】 

○ 平常授業 

○ 短縮授業 

【下校】 

○ 平常の下校 

○ 集団下校 

軽微な場合 軽微な場合 大きい場合 

メール・電話が通じる メール・電話が通じない（含通じにくい） 

→NTT災害用伝言ダイヤル 171へ本ケー

スに該当することを録音（次ページ資料参照） 
学校からメール・電話で 

対応について連絡 

予想される対応 

【授業】 

○ 短縮授業 

【下校】 

○ 集団下校 

○ 引き渡し・ 

一時預かり 

○ 学校留置き 

地震で被害がある、または予想される 

地震 

【対応の基本】 

災害の程度等により多様な状況が想定されるため、学校からの連絡がつく場合にはメールや

電話で対応について連絡する。メール・電話が不通で学校からの連絡がつかない場合は大きな

被害が発生していると判断し、可能な限り来校していただき対処する。なお、引き渡しを実施

する際には、完了するまで学校で待機とする。 

予想される対応 

【授業実施】 

○ 平常授業 

○ 短縮授業 

【下校】 

○ 引き渡し・ 

一時預かり 

大きい場合 

予想される対応 

【授業】 

○ 短縮授業 

【下校】 

○ 引き渡し・ 

一時預かり 

○ 学校留置き 



（資料１） 

 

NTT 災害用伝言ダイヤル使用法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（資料２） 

稲丘小学校 非常時の全校集団下校路 

A B C D E F G 

アイプレイス 

プラウド 

東４・ 

２丁目 

東１・ 

３丁目 

稲丘町・ 

黒砂４丁目 

稲毛１丁目 

稲丘町 

レジデンシャ

ルコート・パ

ークホームズ 

稲毛台町 

桃色 オレンジ 黄色 赤 緑 青 水色 

引率担当 1 年 2 年 3 年 7 年 4 年 5 年 6 年 

 

１ 伝言を聞くとき 

① 171 をダイヤル 

② 2（暗証番号なしの再生） 

③ 043－243－9324（学校の電話番号） 

④ 1＃（プッシュホンのみ） 

２ 伝言を入れるとき（参考） 

① 171 をダイヤル 

② 1（暗証番号なしの録音） 

③ 043－243－9324（学校の電話番号） 

④ 録音（プッシュボタン式の場合は 1＃で録音） 

 

A 

B 

C 

D 

E 

F 

G 


